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令和 4年 II月 1日

緬集発行

矢賀学区連合町内会

矢賀学区社会福祉協議会

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
新
し
い
町
づ

く
り
会
議
で
は
、
誰
も
が
住
み
よ
い
町
だ
と
実

感
で
き
る
よ
う
、
広
島
が
推
進
し
て
い
る
「
新
た

な
協
力
体
制
」
に
申
請
し
て
、
広
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生
課
、
東
区
役
所
地
域
起
こ
し
推
進
課
と

と
も
に
、
組
織
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
認
知
症
カ
フ
ェ
開
設
や
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
（
自
習
室
開
設
、
子
ど
も
食
堂
開

設
、
大
学
生
な
ど
と
の
交
流
）
、
町
内
会
再
生
、

困
り
ご
と
支
援
、
多
世
代
交
流
（
昔
遊
び
、
物
づ

く
り
、
歴
史
散
鍛
）
、
環
境
美
化
（
矢
賀
駅
花
壇

の
整
備
）
な
ど
、
多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、

実
行
す
る
た
め
に
議
論
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
既
存
の
団
体
の
み
で
は
実
現
が
難
し

い
た
め
、
や
る
気
の
あ
る
方
、
興
味
の
あ
る
方
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代
や
若
者
の
み

な
ら
ず
、
リ
タ
イ
ア
し
た
方
の
参
画
も
大
歓
迎

で
す
。現

在
、
新
し
い
町
づ
く
り
会
識
の
メ
ン
バ
ー
は

発
足
時

14
人
か
ら

17
人
に
増
え
、
大
学
生
も

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
は
応
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
次
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
十
一
月
二
十

七
日
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
）
と
十

新
し
い
矢
賀
の
町
つ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
時
間

開
催
日

二
月
十
八
日
（
内
容
は
未
定
：
大
学
生
が
企
画
）

に
開
催
し
ま
す
。
（
い
ず
れ
も
矢
賀
小
体
育
館
で

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
対
象
）

当
会
議
で
は
、
あ
な
た
の
知
恵
・
行
動
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。十

一
月
十
二
日
①

十
二
月
十
8
由―

一
月
十
・
四
H
①

-
0時
か
ら
三
0
分
間

そ
の
後
百
歳
体
操

お
口
の
健
康
教
室

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

「
新
し
い
町
づ
く
り
会
議
」

議
長
向
谷
敦
志

0
っ
6
3
1
7
)
1
0
3

' -
'-~ ・. . ・ l. ~ 

• ’ 占•
.' 

・・ ‘ • ・ヽ.. 

＿＿ 

新しい町づくり会議の様子

講
師

東
区
地
域
支
え
あ
い
課

・
地
域
担
当
保
健
師

・
歯
科
衛
生
士

開
催
場
所
矢
賀
中
央
集
会
所

（
大
ホ
ー
ル
）

参
加
毀
用

会
員
以
外
二
百
円

会
員
以
外
先
着
二

0
名

ひ
ま
わ
り
の
会

代
表
者
三
芳
康
年

0
8
0
7生
Z
6
8
)
8
5
う

i
i
 

•• 

イ
ノ
‘
¥
ン
に
注
意
！

矢
賀
学
区
内
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
夜
間
・
早
朝
の
外
出
時

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【イ
J
シ
シ
に
出
会
っ
た
場
合
の
注
意
点
】

1

イ
ノ
シ
シ
に
も
の
を
投
げ
た
り
、
大
声
な
ど

で
刺
激
し
た
り
し
な
い
。

2

イ
ノ
シ
シ
を
見
な
が
ら
、
背
中
を
見
せ
な
い

よ
う
に
後
退
す
る
。

3
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

東
区
役
所
で
は
、
箱
わ
な
等
に
よ
り
、
捕
獲
に

努
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

東
区
役
所
地
域
起
こ
し
推
進
課

o
x
§
(
i
)
t↓
U
0
5
 



矢 賀 学区 だ よ り 令和 4年四年 11月18(2) 

布休計

節分とホひな織f倅l

親子あとび

矢賀地区民生委員・児童委員協議会
会長山田洋子(286-7622)

子青てオー-,:-.,,xペース
矢質子育t:G>纂い

12月7B('d<)より
10=00~ 11 =30 

矢質児童館から

矢賀中央纂会所 2醐こ

窄わります
豪駐車蠅先蕃8台可

十
月
一
日
由
に
、
体
育
参
観
日
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
雲
―
つ
な
い
絶

好
の
体
育
参
観
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

体
育
参
観
の
朝
の
放
送
で
、
私
か
ら

子
ど
も
た
ち
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
。

「
精
一
杯
力
を
出
し
切
る
」

「
友
達
を
し
っ
か
り
応
援
す
る
」

「
笑
顔
で
感
謝
を
表
す
」

と
い
う
三
つ
で
す
。

低
学
年
の
団
体
競
技
は
、
「
チ
ェ
ッ
コ

リ
玉
入
れ
」
で
し
た
。
「
チ
ェ
ッ
コ
リ
」
の
曲

に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
と
玉
入
れ
を
三
回

ず
つ
交
互
に
行
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命

な
様
子
が
と
て
も
か
わ
い
ら
し
く
、
見

て
い
る
方
も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
年
の
団
体
競
技
は
、
「
大
玉
運

び
」
で
し
た
。
練
習
す
る
度
に
上
達
し
、

本
番
で
は
四
人
で
力
を
合
わ
せ
、
ス
ム

ー
ズ
に
大
玉
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ダ
ン
ス
「
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ
」
も
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
表
現
で
き
ま
し
た
。

体
育
参
観
日
を
終
え
て

S
子
供
た
ち
の
輝
く
時
5

高
学
年
四
ク
ラ
ス
で
表
現
す
る
ソ
ー

ラ
ン
節
の
迫
力
は
圧
巻
で
、
見
て
い
る

~ 

;,...;.;L 、:..•,ぷ 1!L.a.

, r ;、9咤心・雫雫！ャ．．
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体育参観日の様子（高学年）

方
々
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

体
育
参
観
当
日
の
子
供
た
ち
は
、
精

一
杯
踊
り
、
精
一
杯
走
り
、
精

一
杯
友

達
と
力
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
自
分

た
ち
の
持
て
る
力
を
最
大
限
に
出
し
切

っ
た
子
供
た
ち
は
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
周
り
の
友
達
を
し
っ
か
り
と
応
援

し
な
が
ら
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
て
い

高
学
年
の
表
現
運
動
は
、
「
矢
賀
ソ
ま
し
た
。
参
観
者
を
あ
た
た
か
な
心
持

ー
ラ
ン
ニ
0
二
ニ
5
カ
戦
租
闘
5
」
で
ち
に
さ
せ
る
体
育
参
観
8
と
な
り
ま
し

し
た
。
矢
賀
小
学
校
で
は
、
六
年
生
が
た
。

五
年
生
に
踊
り
を
教
え
、
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
矢
賀
小
学
校
創
立
百
五
十
周
年
記
念

を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
最
後
の
体
育
事
業
に
対
し
、
矢
賀
学
区
連
合
町
内
会

参
観
と
な
る
六
年
生
代
表
児
童
の
「
感
と
矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
全
力
で
踊
り
ま
矢
賀
小
学
校
P
T
A
へ
各
五
万
円
ず
つ
の

す
。
」
と
い
う
言
薬
の
後
、
演
技
が
ス
タ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご

ー

ト

し

ま

し

た

。

報

告

い

た

し

ま

す

。

お

心

遣

い

に

厚

く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

十
一
月
の
行
事

1
日
因
五
年
生
野
外
活
動
一
日
目

2
日
困
五
年
生
野
外
活
動
二
日
目

矢賀小学校校長室にて

体育参観日の様子（低•中学年）



(3)令和 4年⑳2年 11月1日 矢 賀 学 区 だ よ り

広
島
市
立
矢
賀
小
学
校

校
長
村
中
真
由
美

4
8圏
三
年
生
自
転
車
教
室

7
8同
あ
い
さ
つ
運
動
(
5
1
1
日）

8
B困
幼
小
合
同
避
難
訓
練

代
表
委
員
会

10
日
困
第
二
回
小
中
合
同
研
究
会

（
短
縮
四
校
時
授
業
）

n
H圏
就
学
時
健
康
診
断

（
短
縮
四
校
時
授
業
）

1
4
8同
ク
ラ
ブ
教
育
実
習
終
了

15
日
閲
音
楽
朝
会

1
6
日
困
学
校
へ
行
こ
う
週
間

(
5
1
9
日）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

1
9
B
田
創
立
百
五
十
周
年

記
念
式
典

ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が

ス
テ
ー
ジ
発
表
献
血

21
日
囲
代
休
日

22
日
困
子
ど
も
安
全
の
日

防
犯
教
室

2
4
H困
集
団
下
校

3
0
8
困
四
年
生
校
外
学
習

「
西
部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

広
島
市
環
境
局
中
工
場
」

っ
た
子
ど
も
た
ち
。
保
設
者
会
か
ら
の
金

メ
ダ
ル
を
胸
に
、
喜
び
と
と
も
に
自
信
が

芽
生
え
た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

「
季
節
を
感
じ
な
が
ら
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

東
門
の
サ
ク
ラ
や
イ
チ
ョ
ウ
の
薬
が
色
づ
対
策
を
購
じ
な
が
ら
今
年
も
無
事
に
運

き
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
赤
や
黄
動
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
矢
賀

色
の
落
ち
菓
や
、
集
め
て
き
た
ド
ン
グ
リ
幼
稚
園
教
育
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援

で
遊
び
、
身
近
な
自
然
の
美
し
さ
や
不
思
を
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

議
さ
に
関
心
を
広
げ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
八
日
、
秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
晴
天
十
月
二
十
四
日
に
は
、
矢
賀
小
学
校
二

に
恵
ま
れ
、
本
園
第
五
十
六
回
の
運
動
会
年
生
の
「
お
も
ち
ゃ
ラ
ン
ド
」
に
一
年
生
と

を
開
催
し
ま
し
た
。
二
学
期
に
入
り
運
動
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん
、
お

会
に
向
け
て
、
四
歳
児
、
五
歳
児
そ
れ
ぞ
姉
さ
ん
た
ち
と
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
一
緒

れ
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
に
遊
ぶ
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
増
え
、
友
近
い
将
来
の
自
分
を
感
じ
る
貴
重
な
体
験

達
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
上
手
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
本
格

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
き
る
よ
う
に
な
っ
的
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
管
理
に
十
分
気

た
こ
と
を
保
設
者
の
方
に
「
見
て
も
ら
い
た
を
付
け
安
全
に
過
こ
す
こ
と
が
で
き
る
よ

い
」
と
い
う
気
持
ち
の
高
ま
り
が
、
当
日
の
う
日
々
の
園
生
活
を
大
事
に
し
て
い
き
た

頑
張
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
友
達
や
先
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
保
設
者
の

生
と
一
緒
に
精
一
杯
表
現
し
た
フ
ラ
ッ
グ
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
温
か
い
ご
理
解

と
バ
ル
ー
ン
。
四
歳
児
の
忍
者
の
表
現
、
五
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

歳
児
の
和
太
鼓
の
演
奏
と
嗚
子
の
踊
り
も
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

拍
手
を
沢
山
も
ら
っ
て
満
足
そ
う
な
笑
顔

の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
保
殷
者
の
方
の
温

か
い
応
援
や
、
未
就
園
児
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
な
ど
、
当
日
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を

し
っ
か
り
と
感
じ
な
が
ら
最
後
ま
で
頑
張

今
年
度
よ
り
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
受
付
（
一
次
）
の
期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
一
ヶ
月
ほ
ど
早
く
な
り

十
二
月
か
ら
の
受
付
開
始
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
、
新
1
年
生

や
現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
て
い
る

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園
長
木
村
み
ゆ
き

十
一
月
の
予
定

1
日
⑩
東
区
三
園
交
流
会

2
日
⑱
五
歳
児
給
食
試
食

4
日
⑥
交
通
安
全
教
室

7
日
⑪
公
開
実
践
研
究
会

8
日
⑩
合
同
避
難
訓
練

な
か
よ
し
広
場

11
日
⑥
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

人
形
測
観
劇

1
6
日
⑱
う
さ
ぎ
ル
ー
ム

1
8
日
⑥
な
か
よ
し
広
場

1
9
日
④
ふ
れ
愛
・
イ
ン
・
や
が

2
日
⑩
防
犯
教
室

2
5
日
⑥
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

30
日
⑱
な
か
よ
し
広
場

＊
令
和
五
年
度
園
児
募
集
受
付
中
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ボケモンぬりえコンテスト

ご
家
庭
へ
は
お
手
紙
の
配
布
等
で
お
知
ら

せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
十
一
月
＋

九
日
①
の
午
後
か
ら
利
用
受
付
に
関
し

て
の
事
前
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
ご
利

用
を
お
考
え
の
ご
家
庭
や
ご
質
問
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
児
童
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

児
童
館
で
は
八
月
の
終
わ
り
ご
ろ
に
エ
ホ

ケ
モ
ン
ぬ
り
え
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、

24
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
丁
寧
さ
が
伝
わ
る
作
口
唄
ヽ
し
た
。

十
月
、
人
気
投
票
も
行
っ
た
う
え
で
、
参

加
賞
の
賞
状
と
。
フ
ラ
バ
ン
エ
作
券
を
賞
品

に
し
て
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

に
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
「
プ
ラ
バ
ン
エ
作
券
」

を
使
っ
て
、
対
象
の
子
ど
も
た
ち
は
プ
ラ
バ

ン
エ
作
を
楽
し
み
ま
し
た
。
自
分
で
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
が
小
さ
な
可
愛
い
サ
イ
ズ
に

な
っ
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
よ
う
に
手
提
げ
か
ば

ん
等
に
つ
け
ら
れ
る
の
で
と
て
も
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

お
知
ら
せ

＊
令
和
五
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
申
込
に
関
す
る
事
前
説
明
会

11
月
19
日
①

13
時
30
分
か
ら

1
時
間
程
度

・
児
童
館
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
は
直
接
、

お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0
8
2
c
i
)
g
4
3
 

矢
賀
児
童
館

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
十
一
月
を
「
児

童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
て
、
児

童
虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
の
関
心
を
高

め
る
た
め
に
、
集
中
的
な
広
報
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
慟
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
？

・
身
体
的
虐
待

2
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投

げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

・
性
的
虐
待

2
ナ
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
J
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
こ
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事

を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自

動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ

て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

・
心
理
的
虐
待

2-―
―
口
葉
に
よ
る
脅
し
、
無

視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を

ふ
る
う
(
D
V
)
な
ど

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に

5
愛
の
鞭
ゼ
ロ
作
戦
S

子
育
て
に
お
い
て
、
し
つ
け
と
称
し
て
、

叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、

悪
影
啓
を
お
よ
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け

な
が
ら
、
子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

1

子
育
て
に
体
罰
や
暴
―
―
―
口
を
使
わ
な
い

2

子
ど
も
が
親
に
恐
怖
を
持
つ
と
S
Q
S

を
伝
え
ら
れ
な
い

3

爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン

4

親
自
身
が
S
Qジ
乞
出
そ
う

5

子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て

考
え
、
育
ち
を
応
援

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

「l
8
9
（
い
ち
は
や
く
）
」

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
1
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8
9」
は
、
虐
待
か
も
と
息
っ
た
と
き
な
ど

に
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が

で
き
る
全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。

通

告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、

通
告
・
相
談
を
し
た
人
、
そ
の
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
方
、
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る

悩
み
や
質
問
が
あ
る
方
は
、

児
童
相
談
所

ま
た
は
東
区
地
域
支
え
あ
い
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

出
典
こ
仏
報
誌
「
厚
生
労
働
」

厚
生
労
働
省
H
P

東
区
地
域
支
え
あ
い
課
保
健
師

古
川

0
8
2
U
5
6
8
)
I
A
1
 


